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　 1．は じめ に

　 コ ン ク リ
ー ト廃材を コ ンク リ

ー ト用 骨材 とし

て 再利 用 する際 、
二 次処理 等を行 うと 、 経済性に

著 しく劣 り、また多量の エ ネル ギー消費が環境問

題 にもつ ながる可能性 があ る。その ため、一次破

砕 しただけ の 再生骨材を使用 した コ ンク リー トの

強度改善方法 として 、 その 微細ひび 割れ 中へ 水分

または セ メ ン トペ ース トを吸収 させ る こ とを期待

した 、 水中浸漬方法お よび 減圧 練混ぜ 方法が 考え

られ て い る
D

。 しか し、再生骨材を水中に浸漬 す

る 方法で は、か な りの 浸漬時間を要 する こ と、ま

た減圧練混 ぜ を行 うため に は 、従来 の設備に 工 夫

を加える必要が ある等の 問題が生 じる 。

　 本研究で は 、

一
次破砕 しただけ の 低品質な再生

骨材を用い た コ ン ク リー トの 強 度改 善を目的 と し、

練混ぜ 水に 乾燥収縮低減剤 を添加 しその 表面張力

を低 ドさせ るこ とに より、 練混ぜ 中の短時間で再

生骨材 中へ の 水 分 ま たは セ メ ン トペ
ー

ス トの 吸 収

を容易 に する 方法に つ い て検討 した 。

　2 ．実験概要

　原 コ ン クリー トの 製造に使用 した材料は 、 普通

ボ ル トラ ン ドセ メ ン ト（密度 3．16g／cm3 ｝、鬼怒川

産川砂（密度 2．59gicm3 、 吸水率 2，50％ 、 粗粒率

2．56）お よび 山梨産砕石（密度 2．69gtcm3、吸水率

O．82％、粗粒率 6．34 ）で ある 。 そ して再生骨材の 製

造は 、 締固め不良か つ 養生不良で水セ メン ト比が

70％ の 原 コ ン クリ
ー トをジ ョ

ークラ ヅ シ ャ で 破砕

し、ふる い 分けを行 う方法 と した 。 今回の実験で

は 、 物理 的性 質を表 1に 示 した再生粗骨材 と川砂

を使用 した。

表 1 再生粗骨材の 物理的性質

表乾密　　　 絶乾密

（1cm3） （ノcm3 ＞

吸水率

（％）
粗粒率

実績率

（％）

2．362 ．207 ．236 ．7256 ．8

　水 の 表面張 力 を低下 さ せ る こ とに よ っ て 再生

骨材中へ の 水分の 吸収 を容易 にする方法と して 、

練混ぜ水 に乾燥収縮低減剤を添加 する方法を検討

した 。 そ して 、 再生骨材の 保管中に おける固結 を

避 けるために気乾状態の再生骨材を使用 する こ と

を想定 し、乾燥収縮低減剤を添加 す る こ と の 効果

を 、 あ らか じめ 30分間水中浸漬 して おい た骨材を

使用 す る場合の 効果 と比較 した。

　再生骨材コ ン ク リー トの 配合は、水セ メ ン ト比

を 40％、細骨材 率を 43％ 、空気量を 2，0％ とし 、

乾燥収縮低減剤の添加量をセ メン ト質量 に対 して

0％、1％ 、 2％ 、 4％ 、 6％ お よび 10％ の 6 段階に 変

化させて 求めた。また、乾燥収縮低減剤をセ メ ン

ト質量 に 対 して 0％、2％、4％お よ び 6％添加 した

時の練混ぜ水の 表面張力も測定 した 。 すなわ ち 、

今回の 配合で は水セ メ ン ト比が 40％ で あるため、

これ ら練混ぜ水 に おける乾燥収縮低減剤の 濃度は

0％、5％ 、10％お よび 15％ とな る 。

　3，実験結果および考察

　練 混ぜ 水 中の 乾燥収 縮低減剤の 濃度 と表面張

力の関係は図 1に示す通 りで ある 。 乾燥収縮低減
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図1 練混ぜ水に おける乾燥収縮低減剤の

　　　濃度と表面張力の 関係
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剤 を添加するこ とに より、 練混ぜ水の表面張力は

大きく低下 した 。 また 、 乾燥収縮低減剤の 濃度を

5％ （セ メ ン ト質量 の おおむね 2％に相 当）以上 と

して も 、 あ ま り表面張力は変化 しない ようである 。

　乾燥収縮低減剤の 添加量 と再生骨材 コ ンク リー

トの ス ラ ン プおよび 単位容積質量の 関係は、図 2

に示す通 りで ある 。 乾燥収縮低減剤を練混ぜ水に

添加するこ とによ り、 再生骨材コ ン ク リ
ー トの 単

位容積質量は大 きくなる傾向にあ っ た 。 こ れは 、

練混ぜ水の 表面張 力が低下するこ とに よ り、 再生

骨材の微細ひび 割れ中に より多 くの 水分が吸収 さ

れたため と考え られる 。

　乾燥収縮低減剤の添加 量 と再生骨材 コ ン ク リー

トの 圧縮強度の 関係は 、 図 3 に示 す通 りであ る 。

表面張力の 低下 を期待で きる範囲すなわちセ メン

ト質量の 2％ （練混ぜ水におけ る濃度で は 5％）程

度までは 、 再生骨材コ ンクリー トの圧縮強度は大

きくなる傾 向にあ っ た 。
こ れ は 、 再生骨材の 微細

ひび割れ中になるべ く多 くの水分を吸収 させ るこ

と に よ り、コ ン ク リー トの 硬化過程で セ メ ン ト水

和物が骨材の欠陥部を充填 したため と考え られる 。

こ の よ うに 、 乾燥収縮低減剤を練混ぜ 水に添加 し

て 表面張力を低下 させ る こ とに より、気乾状態の

再生骨材を使用 して も 、 あ らか じめ 30 分 間水中

浸漬 した再生骨材 を使用 した場合と同等以上の 圧

縮強度 を得 る こ とが で きた 。 しか し、練混ぜ水の

表面張力が同程度で あ っ て も、 乾燥収縮低減剤の

添加量が多 くな りすぎると圧縮強度は低下するよ

うで ある 。
こ れ は 、 乾燥収縮低減剤の 添加量が標

準添加量を大き く超え る と 、 強度発現 に悪影響が

生 じるため と考えられ る。

　 4．まとめ

　乾燥 収縮低 減剤 を用い て 練混ぜ 水 の 表面張力

を低下 させ る とい う簡単な工 夫によ っ て 、 気乾状

態 の 再生粗骨材 を用い た場台で も 、 水 中浸漬 して

お い た再 生粗骨材 を使用 した場合 と同等以上 の 圧

縮強度を得る こ とがで きた 。
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図 2 乾燥収縮低減剤の 添加量と再生骨材

　　コ ンクリ
ー

トのスランプおよび単位容積

　　質量の 関係
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図 3 乾燥収縮低減剤の 添 加量と再生 骨材

　　 コ ンクリ
ートの 圧縮強度の関係

　本研究は 、日本学術振興会未来開拓プ ロ ジ ェ ク

ト （代表 ： 新潟大学 教授 長瀧重義）の一環 とし

て 行われたもの で ある 。
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